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性 役 割 発 達 お よび適 応

に 関す る研究 (1)

- 沖縄の六才児に見られる

性役割選択- 旺1

小 橋 川 慧

1 緒 論

人格形成および発達の分野に於いて,心理学者による究明が殆んどおこなわれていない

問題の一つとして,性別役割行動 (sex･rolebehavior)の問題を指摘し得る｡この間鼠

に関する研究数の真因にもかかわらず,然乍ら,正常な人格の発達および適応と,個人の

性に適正な役割学習との間に,重要な相関の在る串が繰返し主張されて来ている｡古い例

では,Freud(7,8,9)は適正な性役割行動の発達を,同一化 (Identification)の概念

を用いて鋭明した｡新しい例では,Brown(4.5,6)を挙げ得る｡彼によれば,子供は敏

極的に適正な性役割を発見し,自分自身をそれに適応させなければならないし,幼児期で

摂待した牲役割が脅年期および成人期に於ける適応を競走する,となる｡

男の子が男性役割を獲得し ｢男らしくなる｣ことを学習する過程,あるいは,女の子が

女性役割を接待し ｢女らしくなる｣ことを学習する過程の究明の必要性は,二つの理由に

もとづく｡秀一の理由は,性役割えの適応の間髄に対する研究考察は年々その数を増して

いるが,その大部分が成人についてであり,幼児期に見られる性役割発達の間組を取扱っ

た調査報告は殆んど見られない｡第二の理由は,性役割適応に関する調査資料が,瞳雄心

守,精神医学に関係する人々により急激に要求されるようになった,という実際的閲歴に

連る｡旺2

Guogh(14)によれば,社会は鞍雑な役割を持っているのであって,若し人が役割をリ

アリスティックに把握しているならば,さまざまな危椀によく適応できろであろう,とさ

れる｡従って諸役割についてのパースペクティブと,その移動に関する熟練とが,適応能

力に大きく彫轡を与えろことになるのであり,その否定的な場合の典型として,ヒステリ

ー牲琳輝と強迫神経症の患者を挙げている.更に,役割理論を幼児期に於ける牲役割発達

という特定な閲題に限ると,幼児期の性役割適応の困難,あるいは,性役割選択 (Sex･role

旺1)本稿は,琉球大学1958年度研究助成費による研死にもとづく｡本稿の一部は,慶応
義盛大学に於ける,日本心理学会第二二回大会で発表される｡

牡2)此の点に閑し七は,本文2,5を参照｡
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Preference)の異常傾向が,成人期に見られる不適応現象や,情緒的阿擬 (emotional

disorders) と機能的関連があるのであろう,とい う辞が多くの臨床心理学者により認め

られて来た｡要するに,幼児の性役割行動は重要な心理学の研究問題であり,此の問題と

成人の適応開題との関連を踏査した資料の必要が第二の理由の基になっている｡

I.1 性役割の文化的分化 :

社会は,男女に対してそれぞれ何らかの点で明確に区別された役割を与えている｡それ

ぞれの人は,時代およびその人の文化的背厳により多くの点で相異している故,牲役割に

対する概念は全ての人に一致するものとは考えられない｡この事は文化人類学のみな ら

ず,吾々の文化史も指摘して呉れる｡所が,一般の人々には性役割の差異は生得的な差昇

に応じているように思われる｡体質やホルモン分秘に見られる男女の差異が多くの性差に

結びついていないとする串は確かにおかしい｡ただ困難な串は,生得的な差異が人格の差

異の源泉としてどこまでであり,文化的規定が人格の性差の源泉としてどこで始まってい

ろか,正確に指摘し得ないという顎である｡男と女の行動上の特徴的差異- 男が軽的関

係に於いてイニVアデイブをとる態勢にあるというような差異- は,確かに生物学的な

差異によって部分的に決定されているといえよう.｡又男性優越の傾向が種々の社会に於い

て支配的であった串は,歴史的に身体的力の性差に関連ずけられて来た.然し,多くの性

役割に見られる性的差異は,生得的要因に関連している執ま否定出来ないが,一般に広く

考えられている程,生物学的に決定されているわけではない｡優越傾向の性差の度合は,

一つの文化より他の文化へとその差を見せており,身体的･生理的要因が値接に性差を作

り出したというより,ある社会に於ける学習条件や文化的要素が一層支配的であるという

のが適切であろう｡即ち,高々の社会に於いては,女の子は生れて厄ちに赤い着物が与え

られ 赤いふとんにねかされる瞬間より,女性に対する役割の訓練を受けてい るのであ

る｡

文化人蘇学的研死は,吾々の社会での男性ステレオ版が他の民族や他の社会に於いては

それぞれ逆であり,それに応じて男性像が変貌している事を述べている｡換言すれば,こ

れまで未開社会に関する調査研究の結果から,男性の従申する役割に対し,男子は生得的

な好み(innatepreference)を持っていたのではない串が示された｡例えば,Eleinberg

(18,Ch,10)は適性に見られる性差に対する社会的圧力の彩管を論じ,中央アフリカでは

我執 ま男性の仕事であり,女性はあえてその領分をおかそうとする串もなく,従ってそれ

を女性がしている宜教師に対しては少からね反感が寄せられていると述べているo

Mead(20)には,ニューギニヤの三つの未開部琴に認められる男性 ･女性の情緒的特

贋が,文化的要因に規定されている群を明らにした著啓があるO三つの部族は各々の示

す,男性女性の性格特性が非常に対象的である｡

Arapestl族に於いては,吾々の社会で明かに女性的性格と看倣されている博戯 特性

那,男女両性にひとしく認められる｡この部族では両性ともに協力的,非職斗的,柔和に

なるJ:うに訓練されている｡

その二は,河の流域に居住し,首狩 りをおこなうMundugumor族である.この社会
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では,前者とは全く昇り,両性ともに激しい気質を持ち,競争的であり,嫉妬心が強く,

復野心tに燃えている｡那坂,出産という出来執こ関しても,その期間に夫には種々のタブ

ーが課されているために,人々はあまり悦びを持たない｡子供はこの愛惜の蒋い社会に敗

れて来る執 こなる｡此の社会が的出の社会と共通点があるとすれば,それは両部族に於

て,.男女両性間に性格的糞輿があまり認められない｡という点であると云えよう｡

その三は Tchambuli族で,彼等は恐らく一番興味のある生活様式を示している｡枚

等の文化に於ては,普通の社会で考えられる牲役割とは逆の性役割が見られる｡Tcham-

buli族では,支配的地位を演じているのは女性であり,社会の主権は女性の手にある｡

男性は女性にこび-つらい,依存する事に満足を示す｡潮で魚をとり,蚊よけの約をあ

ち,これらによる物々交換をする軌こよって,部族の生計はたてられているが,この仕醇

に従事するのは女性である｡一万男性は,美的事物に関心を持っており,例えば,衣jE民等

の飾りは彼等の仕事であり.祭りの際の踊りは男性の重要な仕事となっている｡此の種の

鐘紡様式は両性間の性格差掛 こ著しく反映されているO即ち,男性は従順であり,情緒的

に卑屈であり,他人の意見に敏感である｡これに対し,女性は極めて淡白であり,人の問

題で気をくさらせる事は殆んど無い｡

此等三つの部族に於いても,普通の社会で見られるように, ｢偏差者｣(deviatLt)がい

る｡即ち社会の持つ各性像に,その人の人格特性が一致しない人である｡然し乍ら,.一つ

の文化に於いて偏差者と看徹される者も,他の文化に於けの糊符に一致する事になる｡以

上三つの未開社会の諏密の結果を総括して,ミードは,男性的.女性的とよばれる性格特

性の多くは社会的 ･文化的に条件ずけられてたまたま性に結び.つけられているにす ぎな

い,と結論する｡

Il高々は,人間性は招じられね樫に順応性のあるものであり,昇った文化的条件に正確･''.J●
に異った反応をする,と結論せざるをえない｡興った文化の人々の間に認められる個

人差と同様に,殆んど条件ずけの差異,特に幼児期の初期に於ける条件ずけの差掛こ

ある｡そして,この条件すけの型は文化的に親定されている｡梯準化された人格の差

異は,此の種の文化的産物であり,各世代の男女はそれに同調するように訓練 され

る1I(20,p.191)0

生理的差異が行動に性差をもたらす事は事実であり,決してゆるがせない串である｡然

し乍ら,それにも増して重要な執ま.そのような差異にもとずき社会が如何なる生活態度･

見解を,男性女性にとらせているかという事である｡上記の論述からして,人が社会的に

又心理的に男性であるか女性であるか,即ち,性役割行政により男性女性という執ま,学

管,文化的要因に大きく支配されている,と結論ずけちれよう｡

2 位役割発達および適応に関する坂祝その背景

2.] 性役割同一化と人格類型 (personalitypatterns):

此の研究で,幼児が親,あるいは彼をとりまく重要な人々の役割を学習し,済じ,更に

劫児が彼の超自我身形成して行く過程を把述するのに. ｢同'-化｣という術欝を用いる｡
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Mowrer(23)紘,臨床的観寮と彼の学習理論の枠組円で,同一化と人格発達の重要な

関係を漁じ,家庭に於ける幼児の同性の親に対すろ同一化の困難さが,神経症の索因を作

る点を政調していろ｡即ち,彼は次の如く述べる｡

llTheneurotic,itappears,isapersonwho,asaconsequenceofthekind

offamilypathologydescribed,hasfailedtomakeafull･fleユged,whole･

heartedidentificationwiththesame･sexedparentbutwho,atthesame

time.hasnotftlllyidentifiedwiththeopposite･sexedparent.lI(23,p.

597)

更に牧は,個人の正常さは,全人に必要であり適正と看倣されている価値,理想に同化

するだけでなく,個人にとって適正な性役割に同化する串を予想する,と述べている

･(p.616)｡
同一化と人格発達の関係を考察して彼は,次の三つの結果と三つの人格の基礎的類型の

可能性を挙げる｡

1.正常な成人 (normaladult)の性役割行動は,同性の親に対する同一化の過程の

結果である｡

- 正常 (normality)

2.倒錯した成人 (invertedadult) の性役割行動は,異性の親に対する同一化の結

果である｡

- 性別倒踏 (inversion)および性的倒錯 (perversion)

5.神種痘的成人 (neuroticadult) の性役執行劫は,双方の親に対する,あるいは

両性のモデルに対する混同した同一化 (confusedidentification)の結果である｡

- 神経症 (neurosis)あるいは不適応 (maladjustment).

此の研究の動機は, Freudの同一化の概念と上述の Mowrerの仮説を検証する串に

在った｡

しかし,仮祝の検証に先立ち軽々の空襲な問題が関連して考えられる｡先ず第-に,幼

児期に学習された性役割選択の型 (sex･rolepreferencepatterns)の丑的表現が可能

か｡第二に幼児期で認められる性役割選択の傾向は,脅年期,成人期に至るまで保たれる

ものか｡弟三に,性役割選択の規定に機経的関係を持つ,心理的･環境的要因は如何よう

なものか,そして第四に,幼児期の性役割選択傾向をもとにして,Mowrerの仮設の方向

に.性的倒鈴音を予見し得るか,等が考えられる｡此の第-の報告に於ける筆者の 目的

は,此等の問題の第-に関する解答を Brown,D･G.等の研究に基づき試み る事に在

る｡満足な結果を第-の問題に関して得る串が出来れば,第二,第三の問題に関する研究

法も生れて来よう｡

2.21性役割発達に曙められる性差に関する仮悦 :

グルーブとして比軟する時,男女両群間に,著しい性役割選択傾向の差異の認められる

革が予想されるO若し,幼児期に於ける性役割選択の数虫的表現が可能であれば,男の子

の得点は男性得点 (M⊥得点)に片寄って分布するであろうし,女の子の得点は女性得点
･ - 4⊥



(F-得点)･に片寄って分布する串が予想される.然し乍ら,男女両群ともに等しい傾向

を示して,各性に適切な役割に反応するか否かに関しては疑問がある｡即ち.男の子で女

性役割に反応する子供の数と,女の子で男性役割選択を示す子供の数に認められる性差の

開放である｡

Freud,S.(8.9),の曲に依れば,男の子の場合に此奴すると, ｢幼女が正常な女性に
発達するのはより困難であり,より複雑である｣く8,p.179)とし,その理由として解
剖学的性差をあげている｡陰茎の無い串を発見する申により,女の子は自分はひどく傷つ

けられていると感じ,陰茎洪盟に陥り,この事は女の子にとって女性の伝値は減ぜられる.

という意味である,とFreudは云うo男の子の場合には,エディプス･コンプL/クス _I

- このコンプレタスにおいて男の子は母親に欲情をおこし,政争相手としての父親を除･li'

去したいと患う- は去勢威嚇により廃来され,抑圧され 適切な性役割えの同一化がお

こなわれる｡所が女の字の場合には反対であり,去勢コンプL/クスがエディプス･コンプ

レタスを破墳するのでなく,却ってそれを準備するのであり,陰茎襲盟の彫啓によって女

の子は母親拘束から追いやられて,エディプス局面 (GdipusSituation)の中へ駈け込

む｡女の子はエディプス･コンプL/クスの中に漠然と長い研そのまま曲みとどまり,ただ

後になって不完全にそれを除去するに過ぎないとFreudは論ずる｡

Freudは,身体的差異により,女の子は適正な役割に適応する執こ困難を感 じ, ｢男

の子になりたいとは女の子の噸う所｣(8.p.205)であ り, ｢1-小さい女の子は小さい
男の子IIである堺を啓確しなくてはならない｣(8,p.180)とする｡
性役割選択に見られる性差に関して,Adlertl)は,現代文化を分析して,｢日下の状勢
では,男性の側の女性を凌瀬しようとする不断の努力と,それに応じて女色の側の男性の

特権に対する絶えざる不満とが相並んで続いている｣(1,p.147)と述べ, 男性役割に
附加されている社会的文化的利点を重視した｡小さな女の子は幼児期の初期から,男性役

割の持つ多くの威光や特権を知覚する｡ 例えば,Adlerは ｢今日の家庭教育は,力をも

とめる努力と,それと共に男性の特権を高く評価し熱望する傾向を,促進するためにだけ

適している｡何故ならば子供の日に力の象徴として映るのは大低夫であり,父親であるか

らである｡彼は家魔からいなくなったり戻ったりするので,その神秘性が母親より子供の

興味を漉きつける｡子供たちはたちまち父親の優越的役割に気づく｡｣ (1.p.148)と
云う｡この事は女の子に供里と屈辱の感情を起させるであろうし,女性の心の発達に非常

な混乱をもたらし, ｢女性が自分の役割にほとんど一般的に不満を持つ結果となる｡｣(
1.p.160)｡

AdlerはこのJ:うな状態の結果として.男性役割を選択する 11男性的低抗Il(maAtIIichel

protest)が女の子に表われると鋭明する｡

昇った基鹿に立ってはいるが,Freudの始も,Adlerの胎も,ともに,男の子が男性

役割を受容れるよりも,一般に女の子が女性役軌を受容されるのに不満と反抗を感ずを串

を予想している｡仮親として次のように云える｡ II男の子と女の子の身体的差異が原因と

なり,あるいは,男女の社会的差別待遇が女の子の心に劣等感を植えつけるために,ある

-5-



いは両者がと.もに働いていたために,幼児期の性投親発達に於いて,男の子の女性役割選

択傾向よりも,女の子の男性役割選択傾向が大であるII｡

Freudの論も,Adlerの -.男性的反抗l-の概念も,上記の仮説の部分的な理論的背泉

になり得ようo前者の静には,然し乍ら,文化的要因に対する考察の不充分さが感じられ

る｡文化的に規定された性役判より脱逸する串が,パースナリティー不安の一つの原因で

あり (24),各性の支配的従属的秋求を学習する機会が各文化閥に遊興があるとすれば,

全ての文化に於いて,両性が等しく支配的欲求満足を望むとは考えられない｡換言すれ

ば,ある文化に於ける一方の性は,従属的欲求を渦たす事がパースナッティ適応の方法で

ある .という事を学習しているかもしれない｡此の点 よ り,Adlerの論が直ちに全ての

文化に適応きれ得るという執 こは,たとえその文化が Tl男性中心-1により特徴ずけられて

いるとしても,筆者は疑問を抱く｡上記の収税は,性役割行動を適切に学習する場合に,

､困難を.生じさせる多くの文化的重囲が充分考慮されていない点で,理論的背景の輯さがあ

ると云えよう｡

D.G.Brownは,アメリ別と於ける,両性の性役割学習に対して鮮轡を及ぼす,文化

的圧力の実態を考察し,男の子より女の子の方が適正な性役割に適応する場合に,よわ大

きな葛藤を経験するであろうと予見する｡ ‖変化する性役割の心理学的意義1Iの題のもと

に行われたVyポクi7アムで,彼の発表した論文に挙げられた要因を,次のように要約で

きよう｡旺3) (a)アメリカの社会では,性役割の選択に於いて,男の子樫に女の子の

場合には厳格さがなく,自由も多い｡この事は,概して男性役割は,女性役割よりも上位

にあるという一般の考えに通ずるものであり,女の子が前者の役割を独得しようとした場

合に,阻止を受けるような!糾まないO 又,女の子が Htomboy''である場合に,男の子

が HsisBy"_である場合に受けるような,社会的制裁は認められないC (b)女性は,職

｢菜に専念すべきか,あるいは,家事に従事すべきか,文は両者を成立させるべきか,等の

問題に直面する｡ (C)今日の女性の地位と,過去の女性の地位の相端｡過去に於いて明

瞭に定義ずけられていた女性の地位役割は,今日では,その明瞭さを失い,単数で表わす

串も出来ない｡例えば,職業的役割についても文明の発達に伴い,過去に於いて男性役割

と看徹されていた職業に,女性の進出が見られるようになった.そこでBrownは,女性

の自己役割に対する認静ま不安定であり,役割学習に葛藤も多い,とする (4,P.5)o

幼児の性役割発達に関する仮説として,上記の文化的要因を Freudおよび Adlerの

論に加えて考慮する場合,次のように云える｡即ち′ Il男の子の性役割選択に比較した掛

令,女の子の性役割選択には, 混同した選択 (ambivalentpreference)がより多く屈

められるlI姓4)

筆者は'杢軌変型幼児に見られる性役割選択に於いては,Brownの仮説と逆の緒栄の

表われる串を予見する｡調査の対象として選ばれた子供等は,服装とか戎種の遊びに性別

が加えられているのは事実だが家庭に於いて性別が強要される串もなく,.､男女ともに類似

8･3)要約の黄任は全て坪者にある｡

;妊4)'Z3rownは▲,此の坂祝を旺左する資料を繰返し得ている｡
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した遊びを発しんでいると報告されている｡牡6)幼児に対する両親の態度に,特に｢女
らしい女｣｢男らしい男｣になる串を要求する態度も見られない｡幼児期に於いては,件

別にもとずく待遇の差を経験するような執ま,此等の子供達は家庭で殆ん ど無い｡例え

ば,端午の節句は男の子丈の日ではなく,桃の節句には男の子も女の子と一緒に楽しむの

である｡男女共学の結果として,男女の知識や技能が平等iCJ育成され,女の子も男に負け

ずに同じ学科を修める事が奨励され,時には,女性が男性的な考え方や行動を取るように

なって来ている,という事が報告されている (52)｡ Brownの挙げている｡文化的要

因の第二の要因と,此の執 ま閑逃させて考えられよう｡然し,此の問題故に,女の子が性

役割選択に困雅を経験するとすれば,沖純の社会に於いては,それは学童期,或いは葡年

期以後に経験き.れる問題であり,薗ちに幼児の性役割選択に影響を及ぼしているとは考え

られない.更に,男女の能力の平等化,職業生活に於ける男女の平等化.等の新しい考えが

唱えられているとしても, H文化的遅延tI(calturallag)の閲題を考える時,此の事が

直ちに,幼児の性役割に対する態度に,反映されるとは考えられない｡要するに Browm

の挙げる文化的要因の第二,第三の問題は,沖縄に於いても考えられる琴ではあるが,也

児の性役割行劫に及ぼす,それらの彩管は,殆んど無いであろうと郊者は考える｡先さに

筆者は,此の調査に於いては,Brownの収税とは逆の結果を予見すると述べたが,以上

の論述により筆者の仮説の部分的説明を試みたのである｡

S･M.Stoke(29).荘6)T.Parsons(27),および,G.R.Bach(3)等は,同一

化を容易にする要因として,子供がどの程度同一化の対象と接触しているか,という事を好

捕している｡此事が,更に,筆者の坂祝の背栄となっている｡幼児期の性役執選択で,女の

子は男の子よりも,適正な役割を選択するのが困難である,との Brownの仮説に対照的例

として, T.Parsons(27)のアメ9カの文化で見られる年令性別による行動の制限を取

扱った論文がある｡男の子が性役割発達に於いて,女の子と同様に困錐を経験するであろ

うとし,その理由として,今日の社会では,大底の父親は家庭外に仕事を持ってい るた

め,男の子は適切な牲役割同一化のモデルに接する機会が,女の子の場合よりも少ないと

述べているoこの事は,父親が出稼ぎに長期間出ている家庭に於いては特にそうである｡

更に,Parsonsは,母親は多くの時間を家庭内で費し,彼女の従琴している仕事はJ:り

具体的であるために,女の子は小さい時から大人の女性役割を容易に学習し得るが,男性

役割は比牧的抽象的なため,男の子は父親の仕事の意味を解するの宅こ困難を感ずるであろ

うし,従って男性役割を学習するのに困錐を感ずると論じている｡筆者の調査対象となっ

た男の子達の父親で,家庭外に職業を持つ者は (父親のいない子供も含めて)87%と報告

駐5)城西幼稚匪教師の家庭訪聞報告にもとづく｡

妊6)Stokeは必Lも同一化の過程における同一化のモデルと子供の接触の丑を極度に
重視する訳ではないO両者間の情緒的関係も併せて考える｡更に,Stokeは,両
性の役割混乱 栴似性が一つの社会において増大すれば,子供が同一化の対象と按

する機会が多いという事は,同一化を容易にする要因にはならぬであろうとも述べ
ている｡
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されている｡女の子選の母親で家庭外で仕事を持つ者は,22%となっている｡78%の母親

は家執 こ従事していると考えられるし,家庭外に仕事を持つ母は,全く家事より溌れてい

るとは考えられない.此の意味で,ParsoJ)Sの論は本研兜にも当恢まると言えよう｡

Sears旺7)紘,男性役割には文化的に多くの特権が附加加されているかも知れない

が'男の子は適正な性役割同一化を行うのに,女の子より困錐を経験する,と述べる｡女

の子と同様男の子も,境初の同一化は母親,あるいは,女性的モデルに対して形成 され

ろo男の子の場合には,然しながら,正常な性役割が発達されるためには,幼児期の同一

化はl父親,あるいは,男性的モデルに対する同一化へと変って行かねはならぬ｡此の串

は,女の子の場合には問題にならない｡母親との間に満足な関係が成立されている限り,

女の子の女性的同一化 (feminineidetltification)は容易に授けられそ｡ Freudは男

女間の身体的差異を重視し,Adlerは社会文化的差別待遇が女性に ‖男性反抗Mを起さ

せると述べるが,情緒的に横尾な牌係が母親との闇にあり,女の子の欲求に対する母親の

注意が充分であれば,女の子は意識的にも無意識的にも.女性役割を自然に投入 (intro

ject)する｡

本研死の模本は,その文化的背泉に於いて,性別による差異のある待遇を殆んど経験す

る執ま無いし, ｢男である申｣｢女である事｣に対する不満はあまり無いもの と思われ

る｡更に'上記の P?rsons等の幼児期に於ける同一化の過程に対する考察と,SearBの●
意見を加えて,筆者は,此の調査に於いて次ぎのように仮脱するc l!錘純の放学飽妃の助

盟三王と 性役割選択に於いて,混同した型を示めす傾向は'女の子より男の子が大であ

るIl｡

猶,Brownの坂祝と,Parson8および Searsの見解は,必Lも矛盾した関係にある

のではない事を簡単に滑摘しておく｡性役割選択に於いて,女の子は, ｢女の子であるこ

と｣に不満を持つであろうから,困難を感ずるであろう,という点を前者は形措 してい

る｡後者は,男性役割のモデルに男の子は充分接し得ないだろうから,牲役割発達に困難

がある,という点を指摘していろ｡此の異った二つの予見にBg迎して,Brown(4,5,6)那

頒返し主波する問題を諭ずる軌 ま妥当のように思われる｡彼は,性役割同一化 (sex･role

identification)と牲役割選択 (sex･rolepreference)の概念の相異を明瞭りさせるべ

きである,と述べている｡前者は,個人が一万の性を自分のものと考え投入 (introject)

する行動を意味し,後者は,個人が一方の性の行動が好ましいと知覚し,その性役割を選

ぶ行政を意味する｡一般に,個人は,一万の性に同一化を行い,その牲役割を選んでい

る｡即ち,女の子が女性役割モデルを好ましいと選び,女性役割に同一化を行う場合であ

る｡このような場合には,別に内的葛藤も無く,同一化も選択も一つの行動にとけ込んで

いろ｡然し,全ての場合に此の帝が云えるのではなく,適正な牲役割モデルに同一化が行

われているが,選択は異性役割モデルであろ,という場合である｡例えば,女の子が母親

丑7)1957年9月に催されたLアメリカ心理学会でのVyポー97ム ｢変化する牲役割の
心理学的意義｣で BrowAの発鼓した論文Iこもとづく｡
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の仕事を投入しているが,父親の仕事を好む (prefer)という事がある｡この概念の相異

に留意して,Brow'nは次のように述べる(41｡ 牲役割発達に於いて,女の子は同一化を

容易に行い得る｡然し,文化的に規定された lI男性有利11のため,適正な性役割を受容れ

るのに男の子よりも困錐を感ずる｡男の子は性役割同一化の過程に困難があるが, tI男性

有利11のため,男性役割を選択する (4,p.10)｡ 男の子の性役割同一化の出発が母親,

あるいは,女性役割モデルに対してであり,適正な役割同一化が不明瞭であるとすれば,

果して,男の子は rl女性不利Ilを意孤し得るか,あるいは出来るとしても,適正な役割選

択が不能であるか,此の点に準者は疑問を持ち,Browtlとは意見を輿にする｡

2.5性別倒背の発達 '.

性別倒鎗者と同性愛者とは層々同義に考えられているが(9), 同性愛者は全てが性別倒

錯者ではない｡然し,性別倒鎗者は同性愛者になる傾向にある｡(6) 性別倒錯によD.同性

愛者になった者の,精神病理は未だに解決されていない聞艦であるがおそらく生物学的に

は解明出来ない問題であろう(16)｡

性役割倒鉛の発達に於ける,根本的な社会心理学的条件は,幼児期の初期に異性の親に

同一化が行われ それが継椀的に行われた為に,異性役割選択が定潜される場合である,

と仮説ずけちれている(61｡ そこで家庭の塾によっては,子供に同性の親に対して,何ら

かの理由で,同一化が成立され得ず,加えて,子供が異性の鍬 こ強い情緒的関係を成立さ

せる場合のある事が考えられる｡成人の性別倒鎗者は,幼児期の人格形成過程に於いて,I

父親が家にいない,.男の子と父親との社会的距離 (socialdistance)が大きい,あるい

は父親が男の子に対して残酷である,等の持数ある経験を持っている｡更に,上記のよう

な家庭に於いては,層々,母親は男の子により偶像化されており,男の子は母親に対して

強い愛着を持っている｡此等の結果として,男の子は男性役割を投入する事に失敗する｡

具体的に紀述するならば,此のような男の子は,幼児期では特 に 11人形遊び日 日ままど

どl等の遊びに興味があり,女の子の持つ物が欲しく,女の子のように行動す る事 を望

ひO瀕 (16)紘,男性同性愛者は,幼児期に女の子とばかり遊んだという経歴をもつ者

が,かなり高いパーセントを占めていると朝沓している｡以上のような発達が,性別倒路

の条件だとされる(61｡

此の仮税が,今後の調査で証左されるとすれば,子供の対人関係を変えて行 く事によ

り,性別倒錯の方向への発達を阻止する事も可能であろうo

猶,性別倒鉛の発達に見られる性差に関して,女性が男性役割選択を示す場合には,塞

礎には,女性役割同一化がなされているであろうが,男性の倒鎗者は,同一化も異性役割

になされているであろうとの推定にもとずいて,次のように仮説ずけられている｡【1)Il性

別倒鋒者は男性に多く見られるIl｡(2)M幼児期で見られる性別倒錐は,男の子の場合によ

り継続的であり,固定化される傾向があるIl｡
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5 関連研究の レグィユー

男性役割･女性役割と類型化きれた碍行動は,二つの広義に定義された意味での学習過

程'即ち'意図的教授と偶然的学習によって学ばれるものであるoしかも,この二つの形

式が同時近表われる事はいうまでもない9意図的教授の場合にはそれぞれの社会の中で,

その文化の也い手達が,予め定められた行為盲教えようとするのである｡幼児の段階に於

いて'男の子と女の子とは適った形の行動について澱と刑とを受ける｡こうして徐々に,

一般化される性的役割を後々遂行するための学習が始まる｡偶然的な学習に於ては,子供

は彼のおかれた環境の中から,他人の行動様式を見ならい揺用するのであろ｡

単純知覚や単純連合学習より,更に複雑な精神機能,社会的態度に至るまでの開館に関

して'性差の研究は数多く発表されているが, 妊8) 総合的な性差研究史 (2,22,51)
の中に,性役割学習に就いての性差研死は殆んど見当らない｡

'Termanと Miles(30)は.1956年に,広範囲に亘る性格に見られる睦差の研死を行

った｡彼等の研究はテストによるもので,七種のサブ･テスIがあり, (a)言語迎想,

(b)インクプロツt連想, (C)知袖, (d)情緒おJ:び道徳的反応, (e)興味,.

(i)意見, (g)内向的反応,である｡それぞれの反応のタイプから,男性型と女性型

の色格差を尺度化したものである｡これらを種々の年令,知能,教育の集団に施行して,

男女の性格差を明かにし,文,同性の平均からの脱過度を測定し,個人差を示し得るよう

にしたo甥実の個々の男女は,絶対的男性と絶対的女性との間のさまざまな中間段階とし

て存在している訳であるが,全体的に集団としての男性と女性とを比政すると,そこに明

らかな男らしさと女らしさの適いを区別する事が出来る｡各年令掛 こ於で.いずれのテス

トにも男女間に有意差を Terma.nは発見しているから,彼のテスtは両性間を区別する

行動特性の選択に成功しているといえよう｡彼等が明らかにしたところによれば, -I男性

的性格は,一般に手札 冒険,戸外の身体的仕乳 機拭,道具,科学物理現象や発明に興

味をもっている.一方,女性的性務は,家乳 業的なもの,屋内での静かな仕乳 幼児や

不幸な人々への奉仕などに関心をみせる,lltI惜絹的傾向では,男子は自己主動 ,'強く,

攻野竹で大胆であり,言語的動作が粗暴におちいりやすく,感情にデリカV-を欠く.他

方,女子は同情心が深く,臆病であり,美的センスがするどく,潔癖である｡感情的で道

徳的ではあるが,感情の統制力は弱い,川という｡

教育大学の小伴内氏は,色彩象徴法テスト(C.S.T.)によって,軽度 を塵的に榔定
する串を考案している(25)｡ さまざまな刺戟語に対する各種の反応色彩についてその出

現頻数を男女相互に比較対照して見ると,そこに著しい差昇のあろものが見られる｡

C.S.T.の男性色彩女性色彩は,男性対女性の積数に苓しい差のある反応色彩は,性格
に於ける男女の特質を反映していると考え,こうした色彩を摘出する事により選ばれてい

る｡さまざまな色彩昂対する反応によりIl非常市男性的,n ll中性的lllI非常に女性的Il

と七段階で牡鹿の程度が分るように作成されているo小保内氏は,多くの牡鹿テストの妥

丑8)Anastasy(2)は今日では千種以上の研究がなされているであろう,と述べている｡
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当性の問題点として, ｢さまざまな牡鹿テストは,男らしさを示す客観的な行動特徴,女

らしさを示す客観的な行動特徴を想定し,それを手掛りにして性度を測定しようとしてい

る'｣ (25.p.76)点にあると述べている｡ そこで C.S.T.軽度の内容を明かにする

ため,田中向牲テストとの関係を調べている｡結果として, ｢まず男性的なものは外向

性,女性的なものは内向性という傾向をつかむことが出来よう｡｣(25,p.77)としてい
る｡然し｢牲皮イコール向性とはいいきれる樫,牡鹿は単純でない,｣と附加している｡

更に,性度と職業興味の関係に就いては, (a) ｢女性的なものには,対人,社会,芸能

に対すろ興味が多く,男性的なものには自然,機械,研究領域に対する興味が多い｡｣

.(b) ｢中性的なものに,研究に対する興味が少ないという事実は興味ある現象である｡

男性的なものでは対人社会への興味が乏しい｡｣(25,p.79)と報告している｡

これら二つの著執ま,特に性役割邦適の問題を取扱ったものではないが, Tl男らしさII

Il女らしさ,Iを規定する特徴行政と,性度を測定する方法について噌示性に富む｡

性役割発達の問題に関して,一体,潜通の幼児は何才になると男性･女性の意味,即

ち,性役割行動の差異と同時に,生物学的差異を忠弘するようになるか,という問題があ

るo

A･Gesel(ll,p.514)によれば,子供は自分が何であるかを理解すろ串が殻初であ

り,性差を認める手がかりとなるのは,好物,帽子,頭髪のかり方,等である｡もつと基

本的な身体上の糞異に気がつくの･は,それ以後であると述べてい る｡三才ぐらいの子供

に, ｢あなたは小さい男の子ですか,小さな女の子ですか｣という質問をしてみる｡ ｢ふ

つうの男の子では正しく答える串が出来るが,自分の名前をいって答えようとする者もい

る｡女の子には, 日払は男の子ですIlという答えが少し多いようである｡この答えが男ま

きりの反抗であるかどうかは,分らない｡｣ (ll,p.515)と番いてい る｡然しGesel

紘,三分の二から四分の三の子供に,三才までには,生物学的性差に対する分化が認めら

れると報告している｡ ｢性に関して正しい知的な区別が出来るようになってから,子供が

男の子または女の子としての適正な役割を定め,確立するには｣この年令 よ り, ｢なお

数年を褒する｡｣(ll.p.515)とGeselは氾してい るが,この点に関して Brown'は,
駐9) 性役割の分化は徐々に発達し,生後五年目までに,或いはそれまでの期間に,袷

んどの幼児が男の子あるいは女の子であるという】糾こ対する,生物学的あるいは心理学的

手掛りを充分持つ,という｡他の心理学的発達と同様,当然の串ではあるが,両性間の題

異に対する幼児の知覚の発達に,著しい個人差が落められる｡

牲役割学習の源泉に関する細森,最初の分化が何才で始まるか等の報告は見当 らない

が,就学前期の幼児,および学盛期の子供達に見られる,性役割選択の傾向については,

Brown(4,5)の研究がある｡Brownは,''ItScaleforChildren" と呼ばれて知ら

れている方法により,この間圏の調査を行っている｡この尺度は,男性役割あ争いは女性

役割に特に適合されている事物,人,等の画かれた56枚の絵より梼成されている｡ IIItll

位9)前述 BrowtLの発表論文による｡
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と呼ばれる子供の絵が,デスIの施行される場合に併用され,この子供の性については比

故的唆味に面かれているoテストを行う時,試験者は直接被試験者に選択し七Bfうという

より, -.It..(子供)のために被試験者に性役割を遜択してffう方法を用いる｡ HItScale

forCllildrenll(ITらC)の採点方法によれば,男性役割に対する反応にのみ点数が与

えられ,女性役割に対する反応には,点数が与え止れない｡牡鹿点は84点,非常に男性
的,より0点,非常に女性的,まで分布する｡各年令グルーブの男子群と女子群の平均値

は全て,.05の有意水準で差が認められる (4,p.7,5.p.198)｡

Brownの研究報告によれば,男の子は就学前期に既に明瞭りした男性役割選択の型を

見せており,学童期に入ってからは,男性役割選択の傾向は更に増大する｡アメリカの中

流階級の子供では,各年令 (5.5才～11.5才)を通 じて男の子が男性役割に対する選択傾

向は,女の子の女性役割に対する選択傾向よりも,強く明瞭り表われていると報告されて

いる｡

男の子の男性役割選択傾向の強さに比して,女の子は可成り異質的選択傾向を柴田とし

て示す｡就学前期の女の子では,男性役割と女性役割に等しく選択傾向を示している｡8

才より9才までの集団では,彼等の選択傾向が著しく男性的である｡小学校一年より四年

次までの女子を全体として考える時,46%の得点は ｢非常に男性的｣であり, ｢非常に女
性的｣得点は僅か17%となっている｡女の子は,9才10ケ月より11才6ケ月の間に,役割
選択傾向に著しい変化を示す｡例えば,五年次の者では, ｢非常に女性的｣選択傾向を示

す者が多い (5,p.280)｡

1955年の銅盤で,子供の時に認められる性役割選択の型と,或人のそれとを此奴する目
的で,Brownは新しい項目を ITSC忙殺けていろ｡即ち,彼は, ｢ltは大きくなった

らお父さんになりたいと患うでしょうか,お母さんhlなりたいと思うでしょうか｣と被験

者に質問する｡ この項目の結果を要約すると,男の子は就学前期より11才までの各年令を

通じて, ｢Itはお父さんになりたい (prefer)｣と80%から95%の者が答えている｡これ
に対して,女の子では25%から45%の者が ｢Itはお母さんになりたい｣と答えているに
すぎない｡子供に見られるこの傾向は,アメ9カ文化における成人についての調査の結果

と一致する｡Termanその他の瀬査者達が ｢あなたは,時々,自分が異性であればと患

う時がありますか｣あるいは, ｢若し生れかわって来る串が出来るとすれば,あなたは男

と女とどちらを選びますか｣の形式の質閥で調査を行っている｡ ｢女性であれば｣の願望

を持つ男性は,男性群の2.5%より4%であるのに比して,女性群では,20%から5
10/zIの者が ｢男性であれば｣の願望を持っている,あるいは持った串があったと報告され
ている (5,p.201)｡

E･W.GoodezlOugh(13)は,2才-4才の男の子と女の子に認められる.人に対す

る興味の差異と'･両親の性役割類型化 (typing)に対する態度との関連について,調査

している｡彼女の湘盃の主な結果は次のように云える｡ (a)幼児の画いた絵とそれにつ

いての幼児の鋭明により,女の子の方が男の子よりも,人に対する興味を多く示す｡

(b)女の子は男の子よりも,異性の人物を画く-傾向がある｡ (C)男の子の方が女の子
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よわも,牲役割を明瞭り定義すけている｡以上のような緯果を鋭明するのに Goodenol1-

ghは,家庭において ｢男らしき｣｢女らしさ｣の要求される度合に,男の子と女の子に

差のある事を指摘している｡面接法により,家庭において,父親の ｢男の子は男らしく｣
の態度が,母親の ｢女の子は女らしく｣の態度よりも厳格である事を発見し,此の事が,

2才～4才幼児の性役割の分化に･#あられる性差に反映しているという｡

アメリカの文化で,叩学校以後の宵年期において,男子は男性役割を獲得し男性的特徴

を持つ執ま,社会的焚 くreward)を受ける執 こなるが,女子の場合は,女性役割モデル

を受けいれ女性的特徴を持つ事は,必Lも社会的焚巷受けない,と報告されている｡この

ような一般的傾向の報告{こもとずき,適正な性役軌発達と適応の問題を, ‖不安水準Il

(anxietylevel)と社会的容認 (socialacceptance)の閲歴に関連 させた研究に,

S.W.Grayの論文がある｡(15) 希-の予見 として.PeergfOupによる拒否は,
anxietylevelを高めるものと競走し,青年前期で amxietyの高いグループと低いグル

ープを,適正な性役割行動について比較する時,二つの変数間の相互作用が見られる,と

Grayはいう｡即ち,男子群では,低い anxietyと適正な性役割行政に関連があり,女

子群では,高い anxietyは適正な性役割行政と関連がある｡弟この予見としては,男子

群では,社会的容認度の高さは,適正な牲役劉行動と関連があり,女子群では,社会的容

認度の高いのは,適正な性役割行動の程度の低さと関連がある,-と述べている｡Gray

はI中流階級の中学-年次の男子54人,女子27.の模本を抽出し,仮税の統計的検定を

行った｡第-の仮説に関しては,女子群では予見した方向と同じ結果をを見ているが,男

子群では予見と逆の枯束を見た｡此の年令の男子では,男性役割を維持するのにスrレス

を感じ,このために anxietyが高まるのでなかろうか,とGrayは説明している｡第二

の仮説については,予見と同じ方向の結果を得ている｡男子群については,適正な性役割

行動の度合の商い者は社会的容認を受けていないようである｡

性役割に適応して行く串が人格形成の領域で重要である串は,臨蹄心理学に係わる人々

から認められて来たが,資料はまだ乏しい｡成人期に於い七,牲役割期待に適しい行動が

接待されているかという執ま,正常な満足な社会的発連と適応の盟要な要素である｡

M.R.Read(28),人格構造と適応の閉居を考える時,男性性格一女性性格の各次元

(dimetlsion)の好学を,臨床心理学は想定する事に努めねばならぬ,と述べている｡フ

ロイトは,人格組織のこの面が適応関屋に於いて,中心的役割をなす串を指摘している｡

Read'は.25人の倍神病質の女子息者に封じ,絵画完成法 (DC),MMPI,人物画検査

(D･A･P)を使用して.人格の種々のレゲエルに見られる男性性格.女性性格の,正常な

女性と見放した時の差異を測定している｡Readは,男性性格･女性性格の次元に,二つ

のレグエルがあると仮説ずける｡ (a)第-のレゲエルは,非言語的,あるいは知覚動動

的レゲエルで,フロイトのいうId構造に関連する｡I)C,文は D･A･Pで測定 され,正

常者と神経症者との間に著しい蓋が認められる,と仮説されている｡ (ち)第二のレゲエ

ルは,音譜表現に閑適しており,フロイIの術語を用いれば, ,T超自我11あるいは tl文化

的期待Il(culturalexpectancy)と関連している.MMPIで測定され,正常者と神経症
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者との間に著しい差は認められない,と仮祝されている｡Readは仮脱で予見した方向の

結果を得,杓神痛感者群の脚擬は,非言語的レグエルの組織 (Id構造)にあり,DCにお

いて著しい男性性格反応が認められる,と報告している｡苑言語的レグエルのこの異常体

制は,文化的期待との間に差があるため,承認しにくい衝動を起す源泉となっており,秤

経病者の適応を困難にしている.彼等が絶えず感ずるスtレスの根源となり,その結果

日常生酒における挫折をつくり出すのではなかろうか,と Read は考える(28,p295-

294)｡

4 研究目的および方法

4.1 日的 :

正常な人格の発達および適応の閲歴と,個人の適正な性役割行動との間に,重要な園係

が在る執ま繰返し主張されて来たO然しながら,此の研究領域における調査資料は極めて

少なく,殊に,幼児期に如何ような性役割選択の傾向があり,幼児期に学習された役割が

如何ように把持きれて行くか,あるいは性役割選択を規定する要因,等に関する調査資料

は殆んど見られない｡研究観域の仮説の検定,理論の体系化に先立ち, ｢幼児期に性役割

選択の分化が認められるか｣との間に対する答えが必要である｡御者の研究で,幼児の

Il性役劉選択tlの概念を,性別に類型化された研物,人,活動,等に対する幼児の選択反

応,と操作的に定義ずけておく｡此の問題を光明するには,幼児期に見られる性役割選択

を量的に表現し得る尺度の柵成が要求される0

本研究は,この要求を充たす尺度樺成に対する試みであり,性役割選択と適応の研究帯

域に於ける仮脱の検定,理論の体系化への pilotstudy.となる事を目的としている｡此

の意味で本研死の性格は,如何なる点に関しても緒論的 (conclusive)であ るというよ

り,探索的 (exploratory)である｡

目的を次のように要約する｡

1i沖純の幼児に見られる,'性役割選択の型を虫的に表現する尺度の構成について考察

する｡

2.沖純の6才児に見られる,牲役割選択傾向の性差,および性丑を規定すると敵われ
る要因について究明する｡

なお,性差に関しては, (a)男の子と女の子を集団として比較する時,性役割選択傾

向に著しいこ分化 (dichotomy)が認められる｡ (仮説) (b)大杯額リこおいて,男の子

と女の子を比較すろ時,混同LT=性役割選択は男の子に多く見られるo (仮説)Q(C)性
別倒錯者的選択について,男の子と,女の子に差があるか,等の三点より考察される｡

4.2.1 被験者- 此の研死に被験者として抽出された子供は,節者の勤める琉球大- ■■

学に攻守わの都粥市首里城西幼稚園の子供達であるC実験室に容易に連れて来れる,とい

う事が選択の基準であった｡此の意味で,此の研究の被験者が肩ちに沖和の8才児という

母集団を代表する,と考えるのには無理な点がある.男の子55人,政商年令6才10ケ月
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疲低年令5才11ケ月,平均年令6才4ケ月,女の子54人,政商年令占才10ケ月,墳低年
令5才11ケ月,平均年令6才占ヶ月,が性役割発達のデスtを受けた｡本研死の資料は,
全て此等幼児のテスト結果に基づいている｡男の子の父親の87%が家庭外に仕事 を持

ち,女の子の母親の78%は専ら家執こ従事している0

4.2.2 測定道具- 沖純の幼児の牲役割選択傾向を虫的に表現する目的で,Browtl■ヽ■■- 1■

(4.5)の作生した IIITSCIIの原理に基いで,聾者は, ｢幼児用性役割選択尺度｣(臥
静 ｢幼児用 MIF尺度｣で略す)を作並した｡社会的に男性 ･女性役割と看倣されている

行動型を対照させる方法に基づいて,ITSCに含まれる項目は選択されている｡男の子に
典型的に見られる活動や事物を,女の子に典型的に見られる治効や事物 と対にし,加え

て,成人期に見られる男性役割と女性役割を比牧させる琴が,ITSCの内容の基礎となっ
ているo

｢幼児用 MIF尺度｣は,58枚の,6.5×9(インチ)図版で構成され.ITSCと同じ原
理に基いて.各国版には玩具,人物,道具等が画かれている｡ ｢男性項目｣(M･項目)｢女
性項目｣(F･項目)紘,ITSCの項目より大部分が採用されてい るが,沖純幼児の経験艶

因で選ばれ,画かれている｡例えば,青々の文化においては,男の子は ｢ビスtJレ｣｢機
関串｣等の玩具で遊ぶのが普通であり,服装は ｢ズポy｣であり,大きくなって ｢ひげ剃

道具｣を用いる｡女の子は, ｢人形｣｢ままごと道具｣等の玩具で遊び'服装は一般に
｢スカーI｣をはき,大きくなって ｢化粧道具｣を用いる｡ このような ｢M･項目｣F項

目｣に対する幼児の選択反応 (preferentialresponce)は, ｢男性役割｣｢女性役割｣

の種々の面に対する選択傾向を意味する,と想定出来ようO更に, ｢女の子になること｣

が男の子の欲求である場合, ｢男の子になること｣が女の子の欲求である場合には,性役

割選択の方向が逆である事を意味する,と云えよう｡以上の例より,聾者が再構成して本

誠壷で使用した ｢幼児用M･F尺度｣の構成的妥当性について,次のように云える｡性役

割選択の丑的表現の目的で使用された尺度の耕成約妥当性は,社会的に ｢男性的｣｢女性
的｣と看倣されている行動,あるいは, ｢男らしさ｣｢女らしさ｣という串に関連ずけら
れている事物は,個人の性役割に対する反応型を, ｢男性的｣｢女性的｣と定義ずけるの
に適介な基礎である,との想定に基ずいておる.

｢幼児用 M･F尺度｣は次の三主要部より構成される｡

川 ｢幼児用 M･F尺度｣の第-部は,10枚の玩具の図版で柵成され,次の項目が含ま
れている｡

ピソク色の小犬 ビスレレ

ブルドーザー 兵隊さん

人形 赤いかばん

トラック 首飾り

機関車 ままごと道具

(2) ｢幼児用 M･F尺度｣の第二部は,8対の図版で構成され,次の絵が対になってい
る｡
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おとぎ話の王様一- おとぎ布の女王様
ズボンとVヤツ- 女の子の洋服

裁縫道具- 飛行機の部分品

化粧品道具- ひげ剃り道具
男子用靴- 女子用靴

遊んでいる女の子遵- 遊んでいる男の子遠

大耳道具- 台所道具

(3)｢幼児用 M･F尺度｣の弟三部は次の四人の子供の絵で榊成される｡

女の子

女の子の服装をした男の子

男の子の服装をした女の子

男の子

｢幼児用 M･F月度｣の採点法は,次の通りである｡

1.玩具の図版の部では,｢M･項目｣を一つ選ぶことに1点を与え,｢F･項目｣を一
つ選ぶごとに0点を与える｡各被験者は5個の選択が許されているから,得点の聴囲は,

0点 (全F選択)より.5点 (全M選択)までとなる｡

2.第二部においては,｢M･項目｣を一つ選ぶごとに5点を与え,｢F･項目｣を一つ
選ぶごとに0点を与える｡弟二部は8対の絵より構成されているから,得点の聴囲は0点

(全F選択)より40点 (全M選択)までとなる0

5.第三部の採点法は次の通りである｡ ｢男の子｣の絵に9点, ｢女の子のような男の

子｣に占点, ｢男の子のような女の子｣に5点, ｢女の子｣に0点が与えられる｡

上aE!の採点法によると, ｢幼児用M･F尺度｣の得点の屯田は,0点,｢非常に女性的｣
より54点, ｢非常に男性的｣までとなる｡

測定道具の倍頻度については,一ケ月の期間をおいて検査一再検査法により,倍頻度係

敬 .91が求められた｡この倍繊度係数は, Browmが彼の ITSCについて得ている｡

僧頼度係数 .71および .朗 (4)に比較して高い係数といえる｡なお,幼児の多くの心

理的特徴を測定するのに用いられるデスtの倍精度と比較した場合にち,同様な串がいえ

る｡本研究の資料集椴の基礎になっている, ｢幼児用 M･F尺度｣は,測定道具として満

足な倍精度を持つと云えよう｡

4･215 検杏粟生平準- ｢幼児用 M･F尺度｣は個別式検査である0本研究の被験

者は,琉球大学教育学部ビル,防音室あるいは児童観察室で検査を受けている｡検査期間

は,1957年12月17日より翌年の2月20日に亘った｡検査を受ける際に,被験者はテーブル

に蔚き試験者より｢二人でしばらくII赤ちゃんIIと一緒にゲームをしまt.,A:うね｣と告げ

られる｡試験者は常に被験者の側に立ち,被験者の示めす選択反応を,用意してある採点

用紙に記入して行った｡

｢幼児用 MIF尺度｣を施行する場合,被験者に項目選択を同棲要求す ると,被験者自

身の同一化している性役割とか性役割選択を卸定するより, 11社会的期待IIあるいは 11文

イヒ的圧力Ilに対する同調を測定しているのではないかと思われる｡この点を投形法によっ
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て克服する為め, ｢赤ちゃん｣と呼ばれ,性別については瞭昧な人形が併用されている｡

｢赤ちゃん｣を使用する場合には,被験者は彼の牲役判の選択にもとすいて,彼自身を

｢赤ちゃん｣に哉:彫するであろう,との想定がなされている｡

この検査は一定の教示にしたがって実施されたが,検査の歓京を次に再生して見る｡

幼児用 M･F尺度の東施要額

テストを始める前にこ 此処に ｢赤ちゃん｣がおりますね｡可愛いでしょう｡本当の赤

ちゃんとしましようね.しばらく二人で ｢赤ちゃん｣と一緒にゲームをす るのです｡さ

あ,カードに画かれている給を, ｢赤ちゃん｣に見せてあげましょう｡ (若し被験者が,

人形の性について質問をする時は, ｢この人形は赤ちゃんでしょう｡ ‖赤ちゃん,-とだけ

呼ぶことにしましよう｣と答える串にする｡)

教示 :

1･塵具旦監_L ここに玩具の絵があります｡締戯な玩具ばかりですね｡ ｢赤ちゃん｣

はどの玩具とも遊べる事にしましよう｡ ｢赤ちゃん｣が一番好きなのはどれでしょうか｡

｢赤ちやみ｣が一番好きだと思う玩具を取って下さい｡いい玩具ですね｡さあ'次に好き
なのはどれでしょうかO (五個の選択がなされるまで続けるO)面白いでしょOでは次の

桧を ｢赤ちゃん｣に見せましょう｡

2.入射の絵L (a)おとぎ話の王様と女王様: ここにおとぎ蕗に出て来る王様と

女王様がいますね｡ ｢赤ちゃん｣もおとぎ話の中の人になれる串にしましようね｡どちら

の桧の人に, ｢赤ちゃん｣はなりたいでしょう｡その絵を取って下さい｡ (b)洋服 :

此処に洋服の絵があります｡どちらも｢赤ちゃん｣の洋服ですCどちらが好きでしょう

か｡ (C)飛行機一裁縫道具 : 飛行機があるでしょ｡此処にノ､yカチをつくる道具が

ありますね｡ ｢赤ちゃん｣は大きくなったら,飛行機もハンカチもつくる事が出来ます

ね｡大きくなったら,どちらをつくるでしょうか｡その方を取って下さい｡ (a)化粧

品: 二枚の絵があります｡どちらも顔を椅麿にするのに使いますね｡ ｢赤ちゃん｣が大

きくなった!糾こして遊びましょうO大きくなった時どちらを使うと思いますか.その方を

｢赤ちゃん｣にあげて下さい. (e)機械道具一家寧道具 : ここに洗濯する時の道具

やアイロンがあります｡こっちは機械を直す時の道具です｡ ｢赤ちゃん｣が大きくなった

ら,二つとも｢赤ちゃん｣のものになる串にしましようね｡大きくなって,どちらを使っ

て仕事をしたいと云うと患いますか｡ (f)靴 : 靴の絵がありますね｡ ｢赤ちゃん｣

は大きくなって,どちらの靴を好きと云うでしょうかO (g)遊んでいる子供 : 男の

子が遊んでいますね｡何をしていますか｡女の子がままごとしていますね｡ ｢赤ちゃん｣

も仲間に入って遊ぶこと托しましょう｡ ｢赤ちゃん｣はどちらの万に仲間入りしたいと云

うでしょうか｡そちらの方を取って下さい｡ (也)台所道具一木工道具 : ｢赤ちゃんJ
は大きくなって,御飯をたいたり,野菜を切ったり,台所で仕事が出来るでしょ｡又 ｢赤

ちゃん｣は机を造ったりする事も出来ますね.大きくなって,どちらの仕事が好きだと云

うでしょう｡

5.四人の子供の給 : 四人の子供の給がありますね｡ ｢赤ちゃん｣は大きくなった
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ら,どの絵の子供にもなれる執 こして.遊びましょうd ｢赤ちゃん｣･は大きくなったらどん
な子供になりたいというでしょう｡その絵をとって下さいo
なお' ｢幼児用 M･F尺度｣を施行する場合,時間に制限は無い｡
検査が終って,前述の採点法にしたがって,各被験者の牡鹿が計辞された｡

5 結 果 と 考 察
6.1 両性のケル-1としての性役割選択の型 :

此の研究は Gesel(ll,12)等の報告にもとずき,沖租の占才児には,男の子と女の子
を熊田として比牧すると,著しい差を示す選択の型が見られるであろう,という想定のも
とに始められているOそこで ｢幼児用 M･F尺度｣による測定結果に,両性群の差が認め
られるという事になる｡前草で述べた採点法にしたがって行われた選択反応の得点は,

TabJe I

GROUPSCORES.VARIABILITY.ANDDIFFERENCESONTHEM･FSCALE

N QI Q3 Mdtl MeaI) CR SD F

Boys 53 31.9 47.8 42.25

gir18 54 1.3 11.0 5.63

41.04 9.52
17.31●

8.33 10.07
1.12●●

+Significantbeyonhthe.001IeveL++Not8ignificaErtOZlthe.05level.

f=Gfdl､I把 SLOreS MAACUl'l叱

Fig.I.DistributionofScoresOntheM-FScaleforChildren
(Totalsample)
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男子群では,12点よb54点 (非常に男性的得点)までの分布嘱園が見られ 女子群では,

0点 (非常に女性的得点)より42点までの分布簡園が見られた｡Tablelおよび Fig1

は,両集団に著しい有異義があることを示している｡Figlは,沖縄の幼児に,二分化さ

れた牲役割選択の型のある事を示しているO男子群も女子群もともに,右側及び左側に歪

みをつけた分布をとっているので,両熊田の中心的傾向を辞術平均値で表わす革には,難

点があろう｡然し,平均値の糞52.1, 申間数の澄5占.62は.ともに .001以上の水準で

有意である｡現実の幼児が,性役割について,粒体的男性と絶対的女性との間に種々の中

間段階として存在するとすれば,当然のことであるが両集団の性度の出現度数分布の重複

が予想される｡この事は Figlで明瞭り認め･られる｡然 しなが ら,男子群 Q1-51.9

,女子群Q8-ll.0の間に差が認められる所からして両群の分布の重複が極めて僅かなち

のである事が分る｡牡10) 換言すれば,両群の分布に重複は認められるが,男子群は一

般に ｢非常に男性的｣櫨に片寄って分布し,女子群は一般に ｢非常に女性的｣梅に片寄っ

て分布している｡

男子群と女子群の選択傾向の変異性に関しては,両群の金箱軌まともに45であ9.,両群

ともに可成りの変異性を示す｡梯準偏差は,男子鮮9.52女子群 10.07が得られ,05の

水準で両者に有意差は認められない.然し,男子群の中央知%の者は 51.9点より47.8点

の間に分布しているのに比して,女子群の中央50%の者は1.5点より11.8点の間に分布し

ている串からして,女子群の性役割選択型は男子群のそれよりも同質的であると云 えよ

う｡

5.1.1 混同した性役割の型- Figlによれば,牲役割を定義ず ける｢M-項目｣こ_二二二二二二二二~~~~~~~二二二二二二二二二二二

｢F一項目｣を混合させて選択する傾向を示す子供が両群にいる串が表わされている｡即
ち,男子群では59%,女子群Pは19%の者が ｢幼児用 M･F尺度｣の中間得点 (ガ点),

あるいはそれに近似の得点を取っている｡この出現傾向に見られる両群の有意差を吟味す

るため,性と混合選択の独立幽係を検定する方法により次の結果が得られた｡

XB-5.19 df-1 Ⅹ望.975-5.02

したがって,両性役割に混合して選択反応する傾向の出現には,まず貞女両鍬 こ有意差が

認められる｡ただ本研究における模本抽出の際に,両性群の幼児の知能,家族構造,さよ

うだいの数と性,等の要因に閑す等質化が考慮に入れられていない故,この有意差a)結果

を直ちに一般的傾向と看倣す執ま妥当でないかも知れない｡

男の子と女の子の解剖学的差意にもとづくFreudの静,文化的･社会的に男性が優勢

であるというAdlerの論からすれば,置ちに ｢一般に女の子は女性役割を受容れ るの

に,普通の男の子が男性役割を受容れる場合に比較して,より大きな葛藤を経験するであ

ろう｡そこで,混同した性役割選択の型は女の子の方に男の子よりも多く認められるであ

ろう｣と仮鋭することが出来るが,畢者の調査の結果は,二者の静と逆の方向となってい

る｡一般に 1-父系制Mの社会に於いては.種々の特権が男性役割に栂加されているため,

牲]0)Browmの研究にておいては,男子群 Q1-56.29は女子群 QB-55.50殆ん ど等
しく,両群の分布の重複が著しい｡
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女性に男性役割に対する漢望を起させ,その結果として,女性に混同した役割選択が認め

られる,とされる｡此の調査の結果は, ll父系制Ilの文化では女の子は男性役割を選択す

る傾向が見られる,という仮脱は常に妥当でない串を暗示していると云えよう｡

男･女両群に,両性役割に対して混同した選択傾を示す子供のいる事が見られたが,こ

の事は既述の Mowrer●の仮親 ｢幼児期の初期,それ以後における両性役割に対する継紋

的,混同した同一化と学習が,成人期に見られる不適応の源泉である｣と関連して,興味

ある今後の研兜問題と含んでいるO此処で問題になるのは,性役割選択の型に広い意味で

のホメオスタVスの原理が認められるかという事,換言すれば,6才時に両性役割に混同

した選択型を示す幼児は,同じ傾向を引続いて学童期･背年期に於いても発達させるであ

ろうか,あるいは,この傾向は此の時期の特款的傾向であろうか,という事柄であるo

Mowrerの仮説を検定する意味ばかりでなく'{終発連と掛 t:の問題を究明する意味で

､も,此の点に関する研究,理想的には縦断的研究,が要求される｡

混同した性役割発達と適応の開腹についての Mowrerの仮説に反対する見解として,

Seward旺=)のものがある｡彼によると,或る文化において女性役割が流動的状態に

あり,明碇に定義ずけられていた過去より役割の性格に急激な変化が見られるとすれば,

女の子の牲役割の選択の型が混同したものになるのは当然であろう,というのであろO更

に,女性役割の格がそのような性格であれば,女の子が性役割柁得の過程で葛藤を経験す

るのは不可避であり,苦し,不可避であれば幼児期において確肘とした性役割を学習する

より,混同して性役割に同一化する方が,後の葛藤軽験を小にするであろう,と述べてい

る｡沖柵に於いても,過去の女性投出Ilより現代の女性役割が次第に柔軟的傾向にあるとす

れば,あるいは ｢家庭か職業か｣の二者択一,あるいは両者の成立か,等の問題がより多

'くの女性に今後問題となるとすれば,Sewardの意見に関する検定も重要な興味のある問

題である｡より具体的に云うなら,本研究の女子被験者の半分以上が ｢非常に女性的｣傾

向を示しているが,彼等と,混同した性役割選択を示した女子被験者の帝年期,それ以後

の適ftjT:問題の比牧研究も重要な領域である｡

男の子に混同した性役割選択型が,女の子よりも多く見られた額は,筆者の予見した串

に一致する｡此の事に関して,plausibleな説明を加えておく｡ StDke(29)は幼児の

｢ままごと遊び｣を観察し七,男の子は女の子種 IT行動的.'51-化一一(behavioralidentif

ication) を適正役割についてしていないようであるとし,その理由として,幼児の同

一化する対象との接触の程度をあげている｡筆者の研究の被験者となった男の子達の父親

で家庭内で麻薬を持つ者は,15%と報告されている｡此れに対して,女の子連の母親で専

ら家事に従事している者は,78.%と報告されている｡準者は,幼児期の性役割同一化の条
件として,親子関係の丑的面を質的面 (情緒的関係)より蛮祝する訳ではない｡然しなが
ら,女の子が母親に同一化を試みている間,多くの男の子連も同様に,父親に接する機会

よりも母親に接する機会が多いという串が御者の得た結果を部分的に説明するものと考え

られる｡Sears牲12)によれば,文化的に男性の地位に利点があり潜まれているとしても,

牡11)Browh(4)の論文より引用o

旺12)前述の,VyボーL77ムで発表された Brownの論文より引用8
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母親に対する虫初の同一化と愛舟から離れて,男の子が父親に対する同一化えと移らねば

ならない事実は,同一化の過程において女の子が経験しない困難を,男の子に経験させる

原因となる,とする｡そこで,Sear8は,六才の女の子が母親に対して同一化が成立して

いると同程度に,六才の男の子が父親に対して同一化が成立しているとは考えられない,

と報告している｡科学的諏査執こもとずくのではないが,本研究の被験者遠は,家庭にお

いて,特に一方の性が他j:り優遇されるという経験をする事なく育てられている串が報告

されている｡この串は Adlerのいう11男性的反抗Ilが女の子に起る串を小にすると想定

させるし, 島rown(4)の云う,女の子の性役割同一化と選択にはずれがある研 実 を規

定する文化的要因を小にする琴にもなる｡女の子の牲役割同一化と選択に一致が想定さ

れることと,SearSの見解が,更に,此の詞壷の結果を鋭明するように患われ る｡･この

plauSibleな説明は今後の研究において,種々の要EEを統制して,要因間の相互作用を検

定す即掛こJ:ら,旺左されなければ充分な鋭明とはならない性柏のものである串を筆者は

認める｡

5.1.2 男の子と女の子の適正役割選択の比駿 Mowrer(23)は,性役割学習につ- ■■■■■■■■■■■■l■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■lllllllllll■■■llll■

いて,正常な成人は幼児期において,社会的に定鶴ずけられた適正な性役割を学習してい

る,と仮観ずけている｡ Figl によれば, ｢幼児M･F用月度｣ をもとにして,六才児

では此の点にに関して女の子の方が男の子よりも勝れている串が認められる｡男の子につ

いては,ほぼ42%のものが明らかに男性役割選択を示しているが,女の子の場合には72%

以上のものが,女性役割選択を示している｡この両群闇の差は,.025の水準で有意である

事が窪められる｡此の点に関する男女間の差は,男の子の ｢非常に男性的｣得点からの平

均値の脱適度 (12.96)と,女の子の ｢非常に女性的｣得点からの平均値の脱過度 (8.55

)の差によっても富められる｡ この鮭劉ま,ベニス襲撃の Freudの意見とも,Adler

のいう11男性的反抗Ilの漁とも一致 しないo女の子の殆んど全部が女性役部選択を示し

た串は,女性役割に対する誇りと尚足からか,あるいは,幼児期においてすでに ｢女性で

あること｣に対するあきらめがあるためかは,此の調査では明らかではない｡

5.1.5 性役PT何針- Figlによれば,極度に異性役割に対する選択傾向を示す

子供は,両性群に各々一人しかいないO幼児W.Tに誼められる性役割倒緒が,成人期に見ら

れる男性の受動的,女性の能動的ホモセクVユアリデイの好泉である事が,精神分析派及

び人棉心理の理論家連によって唱えられている (6)｡此の仮祝と国連して,幼児期に見ら

れる性役割併給と成人期の適応は頚要な問題となる｡今後の研究調査によって,性役割選

択にホメオスタVスの原理が認められるとすれば.幼児期の性役割選択の型に関する資料

は,ホモセクVユ79デイの問題領域において予見的価値を持つようになる｡

5.2 ｢幼児用 M･F尺皮｣の項目分析 :

六才児に見られる性役割選択の牲産を明らかにするために, ｢幼児用 M･F尺度｣の項

目分析を行った｡

5.2.1 玩具の部- ｢幼児用 M･F尺度｣を構成する際に,普通男の子と女の子!こ｢~~:=二二...............二.二二
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関係ずけちれている玩具は,性役割選択に見られる性差を規定するであろう,との想定が

用いられている｡男の子が男性役割を,そして女の子が女性役割を選択する程度に,牲役

割に関係ずけられている玩具に対する,子供の選択に性差が見られるであろう｡Table2

は,玩具の部の項目分析の結果を糞わすか,上述の串が証左されている事は明かである｡

最初の5個は ｢男皆玩具, (M一玩具)と看倣されるものであ り,次の5個は ｢女性玩

具｣ (F-玩具)と看倣されるものである｡M一玩具に対する男の子の選選択百分率は,

女の子のそれより大であり,F一玩具に対する女の子の選択率は,男の子のそれよりも大

Tabfe 2

RANKORDERS,PERCENTAGES,ANDDIFFERENCESOFCEOICES

OFBOYSANDGIRLSONTHETOYPICTURESSECTIONOFTHE

M.どSCALE

Toy Boys' Girls' Boys' Girl5 ' Chi Levelot

item rank ratlk % % square confidence

Soldier

Pistol

Earthnover

Trainetlgltle

Truck

Doll

Necklace

Dishes

Redbag

Pinkishpoppy

4

1

3

2

4

7

0

9

8

6

1

8

0

8

7

6

1

5

3

4

2

1

66

79

円

77

66

36

9

23

24

4

24

19

24

28

29

92

位

72

70

乃

19.15 Beyond.001

41.15 Beyond.001

26.76 Beyond.001

30.32 Beyond.001

16.29 Beyond.001

32.24 Beyond.001

23.33 Beyond.001

25.75 Beyond.Ot)1

23.79 Beyond.001

13.13 Beyond.001

Totalchoicesofmaletoys 73 26

Totalcl10ice80ffemaletoys 27 74

である串は一貫して表わされているO

各幼児に5個の玩具を選択する串が要求されている故,10佃の玩具の選択率も娘も多い

ものより5位では,男の子の場合には全てM～玩具であり,女の子の場合には全てF･玩
具が含まれるであろう,という事が予想される｡本調査においでは,結果は予想と同一方

向になっている｡この結果は, ｢幼児用M･F尺度｣全体について見られた男女両群間の

役割選択型の差を示す,Figlと一致する｡

Figlを説明するものとして,男の子の M･玩具選択絵数と,女の子の F･玩具選択

の総数の比較が考えられる｡男の子の総選択の75%は M･玩具であり,女の子の総選

択の74%はF･玩具である｡両群のこの選択数の間には有意差が認められない6男子群
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に見られる虚聞Lt=盛択型と,女卓群に見られもそれとの称 と有意知 恵あらi正 量真紅r.
及はす,玩真東目の潜轡1まあまりないと云えよう.

男の子の選択順位1位は rピストル｣七･t,女の卓の選択順位1位は ｢人形｣となら七い
I

(ll)の6才児の鹿びについての観察結果とも一致する｡男の子は敵をうつ翠,物かげに

かくれる事が典型的な6才児の遊びであり,女の子は, ｢好きな遊びは｣と問われれば,

｢人形あそぴ｣と答えるであろう,とGeselは述べている｡

5.2.2 八対の絵- ｢玩具の部｣に対する選択反応は,性役割選択の型を定義ずけ■- ■

ちれる根拠の一つであろう｡然し,幼児期に認められる性役割に加えて,成人の性役割で

｢男性申｣｢女性的｣事柵こ慣接関係のあるものを対にして, ｢幼児用 M･F尺度｣の一
部を構成すれば.性役割選択の関東に関する更に妥当な評佃が可能に患われる｡此の意味

で ｢八対の絵｣の部が尺度に含まれている｡Table3は,此の執 こ対する両性群の選択

の結東を表わしており,男女両群rb選択傾向時.0Dl以上の水準t･有意差のある事が,

TABLE 3

PERCENTAGESANDDIFFERENCESOFCHOICESOFBOYSAND

GIRLSON THE EIGHT PAIRAD SECTIONOFTHEF_M SCALE

FOR CHILDREN.

Male Fem畠Ie Male Female Chi Levelof
choice choi'ce choice choice square confidence
% % % %

King 68 32 30
Queen

Trousersandstlirt 85 15 13
Dress

Sewitlgmaterials
Airplaneparts

Cosmeticarticles
Shavingarticles

Mechanicaltoo･ls
Householdobjects

Mens'shoes
Wotnen'sshoes

Gitlsplaylng
●

Boysplaylng

Build:ngtools
Bakingarticles

66 34 17

75 25 11

62 38 21

75 25 49

83 17 ラ9

79 21 ,ll

70 15.48 Beyond.α01

87 55.49 Beyond.001

83 26.45 Beyond.001

89 44.70 Beyond.001

79 18.52 Beyond.001

65 56.42 】∋eyond.001

36 62.42 Beyo血d.001

89 49.97 Beyond.001

Totals:eight
paireditems 74 26 84 16
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各対について認められる｡M･選択肢を選んだ男の数の喝園は, ｢機械道具と洗博道具｣

の項目の62%より, ｢洋服｣の項目の85%までの簡囲を示しておる｡一方, F-選択

肢を選んだ女の子の数の範囲は, ｢王様と王女｣の項目の70%より, ｢靴｣の項目の9

6%までの変異を示している｡ ｢男の子の遊んでいる絵と女の子の遊んでい る絵｣の対

は,項目それ自体丈でも, lI遊び仲間の性Ilに関する研究と関連させて考察すれば,興味

のある開題である｡幼児期においては,性による遊び仲間の選択は不明瞭であると一般化

云われているが,Hurlock(17)は,幼児垂にも同性の遊び仲間を選ぶ傾向のある串を報

償している0本研究においては,女の子の万が (95%)男の子よりも(85%)同性を

選ぶ傾向が大である事が示されている｡もっとも此の差は有意でない｡異性を遊び仲間と

して幼児期に選択する傾向と,異性役割選択傾向とに相関が見られる事が報篤されている

が,此の点を検定する意味で,此の項目が ｢M･F尺度｣に含まれている意義があると雑著

は考える｡

｢裁縫道具一飛行機の部分品｣｢機械道具と洗淵道具｣のこ項目におけるM･選択肢に
対する男の子の反応数は,比較的に小である｡此の点に関する妥当な説明は,今後の各年

令における性役割発達の横断的研究を侯たねばならないが,筆者の感ずる事は,六才の男

の子はr竜'年令の女の子よりも,適正な性役割に対する同一化が難しいのではないか,とい

う事である｡

第二都全体については,男の子の M･選択肢に対する選択率は74%であるのに対 し

て,女の子の F･選択肢に対する選択率は84%である｡この差は,.25の水準で有意で

あるが.18の水準で有意差は認められない｡この差は棟木の大きさも考慮に入れる時,揺

本誤差に帰する事もできるが,同種の調査,をより大きい標本について行う時,再びこの差

が見られる事を聾者は予見する｡此処で見られた差は,混同した性役割選抑 こついて男女

間に蒙の見られた事を,説明すると考えられる｡

5.2.5 四人の子供の部- ｢幼児用 M･F尺度｣の最後の部 は, ｢四人の子供の

絵｣により構成されている｡被験者は, ｢赤ちゃん｣が大きくなった時になりたいタイプ

の子供の絵に,反応する事が要求されている｡手折がこの項目に示す反応は,子供の望む

TABLE 4

PERCENTAGESANDDIFFERENCESOFCHOICESOFBOYSAND

GIRLSONTHEFOURCHILD GIGURESSECTIONOFTHEM-F

SCALEFORCHILDREN

BoyS' GirlsI

Childfigure % %

9 90

9 3

81 7
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性役割のみならず,子供の好む性自体おも暗示するものと想定されるO此の意味で'此の

項目は性役割の聞題を最も直裁に取扱っていると考える｡即ち,子供は牲役割に関連する

仕事,道具に対する選択を指示する丈でなく. ｢赤ちゃん｣に自己の望む性を投影してい

るのである｡

｢若し赤ちゃんがどんな子供にでもなれるとしたら,男の子供になりたい｣とする男の

子はB1%で, ｢女の子供になりたい｣とする女の子は90%である｡この反応型と性と

の関連は,.001の水準で認められる｡沖縄の六才児では,自分と同じ性を選びそれに

満足している傾向が一般的である串が,以上より認められるが,この事を規定する文化的

襲臥 特に家庭における育児法の彩啓について,■今後の謝壷で究明する必要がある｡

｢Mix｣は ｢男のような服装をしている女の子｣ ｢女のような服装をしている男の子｣

の絵より構成されている｡女の子が男のような服装をする,例えばブルーLy-ンをはく事

等,は或程度社会的に許されている｡しかし,この逆の串は云えない｡そこで筆者は,調

査に先だち｢M･ix｣の項に対する女の子の選択数は,男の子のそれより大となる事を予見

したが結果は予見に一致しない｡わずかではあるが.Table4によれ ば,被験者中で異

性の子供を選択した者は,男の子で9%,女の子で7%いる0

5.2.4 ｢赤ちゃん｣に与えられる牲- ｢赤ちゃん｣と呼ばれる性別の不明瞭な人形を

用いる事により, ｢幼児用 M･F尺度｣に対する反応は行われている｡調所の ｢男性的｣

｢女性的｣特徴を持たない人物を併用する事が ｢M-F尺度｣の目的である.そ こで被

験者の知覚する人形の性は,刺戟自体に交配されているというより,知覚者の欲求に支配

されていると考えられるo此処における想定は,幼児の ｢赤ちゃん｣の性につい七の知覚

は,彼等の自我像 (Self-image)により規定される傾向があり,此の意味で幼児自体に実

際にある性役割の襲来を人形に与えるであろう,という事である｡

各被験者は,測定の終りに ｢このお人形さんを本当の赤ちゃんとしましようね｡赤ちゃ

んは名前がいるでしょう｡何かいい名前を考えて下さい｡｣と試験者に問われる｡Table5

が示すように,80%の男の子は人形に男の名前を与え,89%の女の子は女の名前を与

TABLE.5

DIFFERENCESl】ETWEENBOYSANDGIRLSINTHESEX

OFNAMEGIVENTOTHEDOLL

Boy8'% Girls'%

MaleName 80 11

Femalename 20 89

えている0両性群ともに.◆殆んどの被験者が自己の性を ｢赤ちゃん｣に投影している事が

認められる｡然し,両群を比較する時,人形に女の名前を与えた女の子の数は,男の名を

与えた男の子の数より多いOこの傾向は ｢M-F尺度｣全体の得点に見られる両群の差を

裏ずけるように患われる｡
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此の事と関連して,人形を自己と同性に知覚した幼児と,異性として知兜した幼児に見

られる｢M-F尺度｣の得点差の問題が考えられる｡ 妥当な予見は,男の子で人形を ｢男

TABLE 6

DIFFERENCESBETWEENMEAN SCORESONTHEM･FSCALEFOR

C王ⅠILDRENOFBOYSW耳OGIVEAMALEORA FEMALENAMETO

THEDOLL

N Mean SD CR

Malename 42 13･19 7･27

Femalename l1 33.18 12.22
2.34 .025>r>.010

TABLE 7

DIFrFERENCESB革TWEENMEAN SCORESONTHEIM･FSCALEFOR

CHILDRENOFGIRLSWHO GAVEAMALE ORA FEMALE NAME

TOTHEDOLL

Malename

Femalename

･
N

6

4

Mean SD CR

21.00 14.43
2.37 .025>P>.010

6.75 7.94

の赤ちゃん｣と知覚したものは, ｢女の赤ちゃん｣と知覚した者よりも,より｢男性的得

点｣巻取るであろう,という事である｡女の子の場合では,人形を ｢女の赤ちゃん｣と知

覚した者は, ｢男の赤ちゃん｣と知覚した子供よりも,より｢女性的得点｣を示すであろ

う,と考えられる｡この事は,Table6,Table7,で示されるように,男子群では 10

点の平均値糞があり,女子群では14点の平均値菱があり,その差はともに有意である事
により証左されている｡

5.5 今後の研究について

沖縄7)幼児に見られる性投射選択の性格,型を量的に表わす目的で,Brownの ‥ITSC‥

の原理にもとずいて ｢幼児司M･F尺度｣が潜成された｡本研究を通じて,この尺度が性

役割発達と嵐応の分野における,妥当なそして有効な測定道具であると筆者は考える｡次

の調査の段階として要求される串は, Mowrer等の仮説を検証する資料を集現して行く

他 こ,本謝査で見られた結果を説明するために挙げられた諸要因の,性役割選択の型には

たして影響があるか,を検証する事である｡更に,此の論文で試みられていないが,幼児

の性役割選択型に見られる地域差,兄弟姉妹の有無と性役割発達の関係も興味のある重要

な問題である｡此等D調査訴域で,｢幼児用 MIF尺度｣は有効な測定革具となると思う｡
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占 要 約

性役割行動と人格適応の問題における,諸仮説を検定する目的で此の研究は始められ

た｡その第一段階としての本調査は,(1)性役割選択を量的に表現する尺度の構成を試みも

事と,(2紳縄の占才児に見られる性役割選択の性差,および,性差を規定する諸要因を光

明する,串を主要関心事として来た｡本給文において, ll性役割選択Ilの概念は,陛別に

類型化された事物,人.活軌 等に対する幼児の間接的反応.と操作的に定義ずけられた｡

都鋼市城西幼稚園の男の子55人,女の子54人.平均年令占才5カ月,が棟木として選ば

れた｡牲役割選択の傾向を,史的に表現するために,Brownの HITSC日の原理にもと

ずいて,沖縄の幼児に適用き-れ得る｢叫･F尺度｣を,筆者は構成した｡尺度は59枚の6.5
×9(インチ)の図版で構成され,各図版には ｢男性的｣｢女性的｣役割に関連ずけらて
いる,玩具,活動,道具等が画かれている｡幼児の性役割に対すろ同一化,および選択を

投彩法により申A.る声的で,性別特関しては比噂的不明瞭な' ｢赤ちゃん｣と呼ばれる人

形が併用された.被験者は,この ｢赤ちゃん｣のために選択するよう要求されや0-カ月

の期間卑率いて得た, ｢M-F尺度｣のデスー 再テスト法特よる野 こよろ揺頼軍は,･91
であった｡本調査における考察の資料は,この ｢叫･F尺度｣の測定縛果によるものであ

るOな串′撃考は嘩役割発達に関する諸研究を検討し,本研究の被験者の性役割選択傾向

について次の二つの収税をたてた｡

1 男の子と女の子をグJz,-プとして比較する時,性役割選択傾向に著しいこ分化が革
められる｡

2 男の子と女の子を比較する時,混同した牲役割選択は男の子に多く見られる｡

第-の仮説については,.qOlの有意水準で差が認められ,第二の仮説については,.825

の有意水準で差が認められた｡

主な結果は次の通りである｡(1)男女間に,有意差の認められる平均値差,申間数差が得

られた｡6才児に明瞭りした,比紋的二分化された性役割選択の型のある事が暗示 され

たD(2)男q)子の選択型は女の子のそれよりも異質的であるO然し, ｢男性的得点｣の方向

に歪みを見せる得点分布を示している｡(3)男女の選択.の型にわずかの重複が見られたO

(41混同した性役割選択の型は男子群に多く見られ!:｡ 此の結果は, Freudの諭とも,

Adlerの論とも逆の方向である｡(5)沖純の幼児に性役割倒踏者は殆んど見られない｡

(6)玩具の部については'各項目について男女の選択率に有意差が見られた｡男の子の給選

択の75%はM一玩具であり,女の子の選野の74%はF一玩具であった｡八対の絵の部に斡

て,M一選択肢を選んだ男の子の数は62%-85%,F一選択肢を選んだ女の子q)数は7白%

-96%となっておる｡適正な性役割を反映する選択肢を選ぶ傾向は,女の子にわずかに多
く見られた｡更に,弟三部において,同性の子供を選んだ女の子は98%で,男の子では81

%の者が同性の子供を選んでいた｡(7泊己の性を ｢赤ちゃん｣に投移した男の子は88形
で,女の子では■89%であった｡

以上の結果に対する考察は,幼児期の軽砂削選択と成人期の適応,性役割発達に見られ

る性差,性差を規定する要乳 性役割倒錯,等の面よりなされた｡
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ThepresentstudywasconductedbeCauseoftheimportanceforestabli-

ｓｈｍｇａｓｃａｌｅｗｈｉｃｈｆａｃｉｌｉｔａｔｅｓｔｈｅｑｕａｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎｏｆｓｅｘ･rolePreferencein

children，ａｎｄｆｏｒｉｎＶｅｓｔｉｇａｔｍｇｔｈｅｎａｔＵｒｅＯｆａｎｄｓｅｘｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅＳｉｎｓｅｘ･rO1e

preferencewhichmightexistiｎＯｋｉｎａｗａｎｃｈｉｌｄｒｅｎ，Theconcept，“sex･role

preference,,,waSoperatiOnallydefmedintermsofthepreferentialresPonses

ofchildrentosex､typedobjects，figuresandactivites・

Onehundredandsevenchildren，５３ｂｏｙｓａｎｄ５４ｇｉｒｌｓ，ageｓ５．１１ｔ０６．１０

ｗｉｔｈａｍｅａｎａｇｅｏｆ６･４，whowereenrolledattheJoseiKindergartenof

Naha，participatedasSsoｆｔｈｅｐｒｅｓｅｎｔｓｔｕｄｙ･Tofacilitatethequantifi-

cationofsex-rolepreference，thewriterconstructedthemusculinity-femi-

ninityscaleforchildrenbyrevisingtheoriginalscale，“ＩｔＳｃａｌｅｆｏｒＣｈｉｌ－

ｄｒｅｎ,,,deYelopedbyD．Ｇ･Ｂｒｏｗｎ･Ｔｈｅｓｃａｌｅｉｓｍａｄｅｕｐｏｆ３０ｐｉｃｔｕｒｅcards，

6.5ｂｙ９，ｏｆｏｂｊｅｃｔｓａｎｄａctivitiessociallydefmedandidentifiedwiththe

masculineorfemininerolesmourculture・Theprojectiveelementofthe

scalｅｗａｓａｂａｂｙ･dollreferredtoasO0Akachan,０，ｗｈｉｃｈｗａｓｕｓｅｄｔｏｆａｃｉｌｉ－

ｔａｔｅｔｈｅchild,ｓｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎｏｆｈｉｓｏｒｈｅｒｏｗｎｒｏｌｅｐｒeference、Ｔｈｅｄｏｌｌｗａｓ

ｒｅｌａｔｉｖｅｌｙａｍｂｉｇｕｏｕｓａｓｔｏｓｅｘｕａｌｉｄｅｎｔｉｔｙ．ＥａｃｈＳ，ratherthanbeing

askedtochoOSedirectly，wasaSkedtomakechoicesforb`且kachan.'，Th
e

test-retestreliabilityoftheｓｃａｌｅａｔａｎｉｎｔｅｒｖａｌＯｆｏｎｅｍＯｎｔｈＷａｓ、91．

Undertheassumptionthatsex-rolepreferencepatternsexiStinChiｌｄｆｅｎ

ａｎｄｔｈａｔｂｏｙｓｍｉｇｈｔｈａｖｅｍｏｒedifficultyinlearliingappropriatesex-roles

thangirls，thewriterhypothesizedthat

l･Thereisasignificantmeandiffereｎｃｅｉｎｄｉｃａｔｉｎｇｔｈａｔｂｏｙｓｓｃｏｒｅｍｏｒｅ
masculineandgirlSmorefeminlne、

２．Ｔｈｅｒｅａｒｅｍｏｒｅａｍｂｉｖａｌｅｎｔｒｏｌｅｐｒｅｆerencesamongboysthangirls･
Ｂｏｔｈｈｙｐｏｔｈｅｓｅｓｗｅｒｅａｃｃｅｐｔｅｄ･Ｍａｉｎｆｉｎｄｉｎｇｓｏｆｔｈｅｓｔｕｄｙｗｅｒｅａｓ

ｆｏｌｌｏｗｓ：

（１）significantmeanandmediandifferencesbetweenboysandgirlswere

foｕｎｄ，indicatingtheexistenceofdichotｏｍｏｕｓｓｅｘ･rolepreferencepattersns

inchildｒｅｎｏｆｓｉｘｙｅａｒｓｏｌｄ．（２）Moreboysshowedambivalentsex-role

preference，mdicatingacceptanceofcomponentｓｏｆｂｏｔｈｔｈｅｍａｌｅａｎｄｆｅｍａｌｅ

ｒｏｌｅｓ･ＴｈｉｓｒｅｓｕｌｔｗａｓｉｎｔｈｅｏｐｐｏｓｉｔｅｄｉｒｅｃｔｉｏｎｏｆＦｒｅｕｄｉａｎａｎｄＡｄｌｅｒｉａｎ

ｈｙｐｏtheses．（３）Fewchildreninboth･groups8howedastrongoppositesex‐
ｒｏｌｅｐｒｅｆｅｒｅｎｃｅｉｎｔｈｉｓｓｔｕｄｙ．

－５０－



AllfindingsandimplicationsofthepresentstudyWerediscussedfrom

theaspectsof（１）childhoodlearninginse9[rolebehaviorandadultperso‐

nalityadjustment，（２）plausiblefactorsthatmightdeterminesexdiffe‐

renceSmaCceptanceofseX･roles，ａｎｄ（３）sex・roleilWersion．

－５１－


